
工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報コミュニケーション 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　4 コース：　情報コミュニケーション 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1

科目名：　CAD a 英文名：　Computer Aided Design a

担当者：　中谷英士

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　機械製図の概要、ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙの作成、ﾚｲﾔｰ
第　２週　編集(1)：縮尺図面、倍尺図面
　　　　　　　　複写、移動、オフセット、鏡像複写・移動、寸法線
第　３週　編集(2)：ブロック定義と挿入、DesignCenter
　　　　　　　　寸法公差、φ付寸法、角度寸法、引出寸法
　　　　　　　　任意文字入力
第　４週　演習(1)・・・一面図：ボルト略図
　　　　　　　　パラメトリック変形、ストレッチ
第　５週　演習(2)・・・二面図：５角板
　　　　　　　　配列複写、回転複写
第　５週　演習(2)・・・一面図：ロッカーアーム
第　７週　試験前演習
第　８週　前期中間試験
第　９週　答案返却・解答解説
　　　　　　演習(3)・・・二面図：Fブロック、Vブロック
第１０週　演習(4)・・・二面図：U継手、ダイアル
第１１週　演習(5)・・・二面図：共口スパナ
第１２週　演習(6)・・・二面図：コンロッド、星型プレート
　　　　　　　　ハッチング
第１３週　演習(7)・・・二面図：フランジ継手
第１４週　演習(7)・・・二面図：シリンダ
第１５週　前期期末試験

■授業概要・方法等
　1,2年次におけるCAD実習を踏まえて、製図やCADについて、実際に演習問題を
通じて、作図について学び、操作を行います。縮尺変更・レイヤー操作・DXF出力・
部品の利用などの応用操作についても学び、作品を完成させます。
　CADソフトは［DraftSight］を用いて行います。
■学習・教育目標および到達目標
　１．(B-G1)製図およびＣＡＤの基本用語や縮尺が理解
　２．(B-G1)ＣＡＤの基本操作を、作図例に従って行う
　３．(B-G1)複数の基本操作を組み合わせて、適切な操作を自分で選択
　することが出来るようになります。
■教科書
　間瀬喜夫・土肥美和子共著「AutoCAD LT 2005 機械製図」理工学社
■関連科目
　実験・実習2
■成績評価方法および基準
　定期試験（２回）：　CAD
　定期考査成績：定期試験(約100%)によって評価します。
　学年末成績：２回の定期考査成績の平均点とします。
　80点以上「優」，
　60点以上～80点未満「良」，
　50点以上～60点未満「可」，
　50点未満「不可」
■教員所在場所
　３号館２Ｆ　情報処理教育センター管理室
■授業評価アンケート実施方法
　10月にアンケート用紙を配布します
■メールアドレス
　nakatani@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
　月曜日 12:15〜13:00、　9限

科目名：　CAD ｂ 英文名：　Computer Aided Design b

担当者：　中谷英士

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　答案返却・解答解説
　　　　　　演習(1)・・・二面図：クランクシャフト(I)
第　２週　演習(2)・・・二面図：クランクシャフト(II)
第　３週　演習(3)・・・三面図：スペーサ
第　４週　演習(4)・・・三面図：コーナー部材
第　５週　演習(5)・・・三面図：軸受(I)
第　６週　演習(6)・・・三面図：軸受(II)
第　７週　演習(7)・・・三面図：ボルト・ナット
第　８週　後期中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　演習(8)・・・補助投影図
第１１週　演習(9)・・・回転投影図
第１２週　演習(10)・・部分投影図
第１３週　演習(11)・・組立図
第１４週　後期期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　製図やCAD(計算機援用設計)について、実際に演習問題を通じて、基本操作を
行います。縮尺変更・レイヤー操作・DXF出力・部品の利用などの応用操作につい
ても学び、作品を完成させます。
　CADソフトは［DraftSight］を用いて行います。
■学習・教育目標および到達目標
１．(B-G1)レイヤー操作、寸法線を使用した作図
２．(B-G1)応用的な作図を、部品集を用いて作図例を見ながら操作
　することが出来るようになります。
■教科書
　間瀬喜夫・土肥美和子共著「AutoCAD LT 2005 機械製図」理工学社
■関連科目
　実験・実習2
■成績評価方法および基準
　定期試験（２回）：　CAD操作
　定期考査成績：定期試験(約100%)によって評価します。
　学年末成績：２回の定期考査成績の平均点とします。
　80点以上「優」，
　60点以上～80点未満「良」，
　50点以上～60点未満「可」，
　50点未満「不可」
■教員所在場所
　３号館２Ｆ　情報処理教育センター管理室
■授業評価アンケート実施方法
　10月にアンケート用紙を配布します
■メールアドレス
　nakatani@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
　月曜日 12:15〜13:00、　9限



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1

科目名：電気回路Ⅰa 英文名：　Electrical  Circuits　Ⅰa

第　１週　Ｒ,Ｌ,Ｃの並列回路
第　２週　交流の電力と電力ベクトル図
第　３週　複素数と複素数の計算
第　４週　交流回路の記号法の表示
第　５週　複素インピーダンスの直列回路・並列回路
第　６週　複素アドミタンス
第　７週　交流ブリッジ回路
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
              記号法による電力の計算
第１０週　共振回路
第１１週　相互誘導回路
第１２週　ベクトル軌跡
第１３週　ノートンの定理、Ｙ－Δ変換
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　電気回路は，電気磁気学とともに電気・電子・情報の分野では、重要な基礎学問
です。本講座では交流回路の電力，インピーダンスおよびアドミタンスの基礎的な
回路解析を修得します。また複素ベクトル記号法による回路解析、相互誘導回路、
ブリッジ回路、一般線形回路解析の諸法則についても講義します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１． (B-G1)R、L、C回路の電圧に対する電流の位相（同相、遅れ、進み）のベクトル
図を描く。
２． (B-G1)記号法（複素数の指数関数表示）による交流回路の計算をする。
３． (B-G1)相互インダクタンスMを含む回路の計算をする。
ことができるようになります。
■教科書
電気回路Ⅰ直流・交流回路編　　早川義晴、松下祐輔、茂木仁博　著　　コロナ社
■参考文献
初歩の電気回路読本　五十嵐　著　オーム社
基礎電気回路１　　有馬　泉、岩崎晴光　著　森北出版
■関連科目　　数学
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）　　方式：記述式
定期考査成績：定期試験(80％)、課題（20％）として評価します。
最終成績：定期考査成績の平均とします。ただし、課題未提出者は｢不可」としま
す。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
本館1階　保健管理室
■授業評価アンケート実施方法　　2月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス　　kishi@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　　月曜日の12時15分から1２時55分

第　１週　電気回路とオームの法則
第　２週　抵抗の直列接続と並列接続
第　３週　直流回路の簡単な計算
第　４週　電気抵抗と抵抗の温度による変化
第　５週　キリヒホッフの法則
第　６週　重ね合わせの理
第　７週　鳳－テブナンの定理
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
　　　　　　電流の発熱作用と電力
第１０週　正弦波交流の性質、平均値と実効値
第１１週　交流をベクトル図で表す方法
第１２週　抵抗・インダクタンス・静電容量の作用
第１３週　Ｒ,Ｌ,Ｃの直列回路
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　電気回路は，電気磁気学とともに電気・電子・情報の分野では、重要な基礎学問
です。本講座では直流及び交流の基礎を学習し、交流回路の電圧，電流，電力，
インピーダンスおよびアドミタンスの基礎的な回路解析を修得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１． (B-G1)キルヒホッフの法則を理解し、電気回路の計算をする。
２． (B-G1)重ね合わせの理、鳳－テブナンの定理、ノートンの定理を用いて電気回
路の計算を解く。
３． (B-G1)流の実効値の意味を理解し、交流波形の実効値を求める。
ことができるようになります。
■教科書
電気回路Ⅰ直流・交流回路編　　早川義晴、松下祐輔、茂木仁博　著　　コロナ社
■参考文献
初歩の電気回路読本　五十嵐　著　オーム社
基礎電気回路１　　有馬　泉、岩崎晴光　著　　森北出版
■関連科目　　数学
■成績評価方法および基準
種類：定期試験（2回）　　方式：記述式
定期考査成績：定期試験(80％)、課題（20％）として評価します。
最終成績：定期考査成績の平均とします。ただし、課題未提出者は｢不可」としま
す。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
本館1階　保健管理室
■授業評価アンケート実施方法
10月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス　　kishi@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　　月曜日の12時15分から1２時55分

授　業　概　要

科目名：電気回路Ⅰb 英文名：　Electrical  Circuits　Ⅰb

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　岸　純男

担当者：　岸　純男



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　1 　

 

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　1

第　１週　グラフの作成（棒グラフ・折れ線グラフ）
第　２週　グラフの作成（複合グラフ）
第　３週　グラフの作成（散布図グラフ）
第　４週　グラフ書式の変更
　　　　　　リニアスケールと対数スケール
第　５週　データ解析（相関係数）
第　６週　データ解析（回帰直線とその式の導出）
第　７週　課題演習Ⅰ
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
　　　　　　データ解析（ゴールシーク）
第１０週　理論式のグラフ作成
第１１週　科学的表記法の書式と入力
第１２週　簡単な統計処理
第１３週　課題演習Ⅱ
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　工学実験を行い得られた測定データを整理して正確でわかりやすいレポートにまとめる
ことができる能力を養成することを主眼とします。表計算ソフトを用いた測定データの集
計、データ解析、簡単な統計処理方法を習得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(A-G2)OpenOffice表計算を用いて測定データをまとめる、グラフの作成をします。
２．(A-G2)OpenOffice表計算を用いてデータ解析等の手法を習得します。
ことができるようになります。
■教科書
　プリントを配付します。
■参考書参考文献
　「入門　電気・電子計測」　江端正直・西村強著（朝倉書店）
■関連科目
　工学実験
■試験方法成績評価方法および基準
　種類：定期試験（2回）　　方式：コンピュータ実技
　定期考査成績：定期試験(95％)、小テスト（5％）として評価します。
　最終成績：定期考査成績の平均とします。
　80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
３号館１階　電気電子・情報系教員室
■授業評価アンケート実施方法
2月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス
matsuda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
水曜日　　１２：１５　～　１３：００

第　１週　計測の目的
第　２週　測定の種類・測定方法の分類
第　３週　誤差と標準偏差
第　４週　ヒストグラムの作成
第　５週　有効数字
第　６週　単位系
第　７週　まとめと演習問題
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
　　　　　　表計算ソフトの概要
第１０週　データの入力・修正・コピー・移動
第１１週　表の作成
第１２週　数式の入力
第１３週　セル参照方式　書式設定
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　工学実験を行い得られた測定データを整理して正確でわかりやすいレポートにまとめる
ことができる能力を養成することを主眼とします。計測の意義と目的からはじめ、誤差や有
効数字、測定値分布、基本的な単位系を理解したのち、表計算ソフトを用いた測定デー
タの入力・集計方法を習得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．(B-G1)測定データが持つ誤差や分布の概念を理解します。
２．(B-G1)基本的な単位系（ＳＩ単位系）を理解します。
３．(A-G2)OpenOffice表計算を使うにあたりデータの入力、数式の入力、セル参照方式を
身に付けます。
ことができるようになります。
■教科書
　プリントを配付します。
■参考書参考文献
　「入門　電気・電子計測」　江端正直・西村強著（朝倉書店）
■関連科目
　工学実験
■試験方法成績評価方法および基準
　種類：定期試験（2回）　　方式：記述式（中間）およびコンピュータ実技（期末）
　定期考査成績：定期試験(95％)、小テスト（5％）として評価します。
　最終成績：定期考査成績の平均とします。
　80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
３号館１階　電気電子・情報系教員室
■授業評価アンケート実施方法
10月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス
 matsuda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
水曜日　１２：１５　～　１３：００

授　業　概　要

担当者：　松田英人

担当者：　松田英人

科目名：　電気電子計測a 英文名：　Electric Measurement a

科目名：　電気電子計測b 英文名：　Electric Measurement b

授　業　計　画 授　業　概　要



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：情報コミュニケーション 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　２

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：情報コミュニケーション 開講期：　後期

科目種別：　必修 単位数：　２

第　１週　講義内容の説明、
　　　　　　情報の基礎理論－情報量の単位、基数変換
第　２週　情報の基礎理論－補数表現と固定小数点表示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浮動小数点表示
第　３週　情報の基礎理論－誤差、ｼﾌﾄ演算
第　４週　情報の基礎理論－ｿﾞｰﾝ10進数・ﾊﾟｯｸ10進数、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文字ｺｰﾄﾞ
第　５週　情報の基礎理論－論理演算と論理回路(I)
第　６週　情報の基礎理論－論理演算と論理回路(II)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 半加算器と全加算器
第　７週　ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造－ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ、配列、ﾘｽﾄ構造
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造－ｷｭｰとｽﾀｯｸ、木構造
第１１週　ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造－ﾃﾞｰﾀの整列
第１２週　ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造－ﾃﾞｰﾀの探索
第１３週　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ－5大装置、CPU、ｱﾄﾞﾚｽ指定、CPUの高速化
第１３週　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ－記憶素子、磁気ﾃﾞｨｽｸ、補助記憶
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　１・2年次に学んだ「情報処理」を踏まえ、コンピュータの能力を最大限に活用する
ために、基礎理論からｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬについて学にます。本科目は、「基本情報
技術者試験」の免除対象科目です。
■学習・教育目標および到達目標
１．(B-G1)情報システムの構築や支援に関する知識や技術を身につける。
２．(B-G2)数の表現、演算、ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ、ﾃﾞｰﾀ構造、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬの理解。
以上を学びます。
■教科書
　「平成24年度 栢木先生の基本情報技術者教室」 栢木厚著 技術評論社
■参考文献
　「改訂新版 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬの基礎」 柴山潔 著　近代科学社
　「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 改訂第２版」 馬場敬信 著　オーム社
■関連科目
　数学、情報処理Ⅰ、情報処理Ⅱ、工学概論Ⅰ
■成績評価方法および基準
　定期試験（２回）：　選択式・記述式
　定期考査成績：定期試験(約100%)によって評価します。
　最終成績：２回の定期考査成績の平均点とします。
　80点以上「優」，
　60点以上～80点未満「良」，
　50点以上～60点未満「可」，
　50点未満「不可」
■教員所在場所
　３号館２Ｆ　情報処理教育センター管理室
■授業評価アンケート実施方法
　10月にアンケート用紙を配布します
■メールアドレス　nakatani@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　　月曜日 12:15〜13:00、　9限

科目名：　計算機システムｂ 英文名：　Computer System b

担当者：　中谷　英士

授　業　計　画 授　業　概　要
第　１週　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ－ﾊｰﾄﾞｳｪｱ－入力装置、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、
　　　　　　　　　　　　　入出力ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
第　２週　基本ｿﾌﾄｳｪｱ－ｿﾌﾄｳｪｱの分類とOSの目的,
　　　　　　　　　　　　　　　　ｼﾞｮﾌﾞ管理、ﾀｽｸ管理
第　３週　基本ｿﾌﾄｳｪｱ－記憶管理、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの性質、
　　　　　　　　　　　　　　　　ﾌｧｲﾙ管理、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語
第　４週　ｼｽﾃﾑの構成と方式－処理形態、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾊﾞｼｽﾃﾑ
第　５週　ｼｽﾃﾑの構成と方式－高信頼化ｼｽﾃﾑ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RAIDと高信頼化技術
第　６週　ｼｽﾃﾑの構成と方式－ｼｽﾃﾑの性能評価、稼働率
第　７週　開発技術と監査－ｼｽﾃﾑ企画、業務ﾌﾟﾛｾｽとﾓﾃﾞﾙ化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｼｽﾃﾑ開発手法
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　開発技術と監査－画面設計とﾃﾞｰﾀ設計、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｺｰﾄﾞ設計と入力ﾁｪｯｸ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ分割、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
第１１週　開発技術と監査－ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向、ﾃｽﾄ手法、ﾚﾋﾞｭｰ
第１２週　開発技術と監査－ITｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理、
第１３週　開発技術と監査－工程管理、ｼｽﾃﾑ監査
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　本科目ではコンピュータの能力を最大限に活用するために必要となる内部構造を
理解するため、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬをはじめ、システム構築上必要となる知識の習得
を行ないます。本科目は、「基本情報技術者試験」の免除対象科目です。
■学習・教育目標および到達目標
１．(B-G1)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬの理解
２．(B-G2)ﾊｰﾄﾞｳｪｱ、ｿﾌﾄｳｪｱの役割、ｼｽﾃﾑの構成の理解
以上を学びます。
■教科書
　「平成24年度 栢木先生の基本情報技術者教室」 栢木厚著 技術評論社
■参考文献
　「改訂新版 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬの基礎」 柴山潔 著　近代科学社
　「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 改訂第２版」 馬場敬信 著　オーム社
■関連科目
　数学、情報処理Ⅰ、情報処理Ⅱ、工学概論Ⅰ
■成績評価方法および基準
　定期試験（２回）：　選択式・記述式
　定期考査成績：定期試験(約100%)によって評価します。
　最終成績：２回の定期考査成績の平均点とします。
　80点以上「優」，
　60点以上～80点未満「良」，
　50点以上～60点未満「可」，
　50点未満「不可」
■教員所在場所
　３号館２Ｆ　情報処理教育センター管理室
■授業評価アンケート実施方法
　10月にアンケート用紙を配布します
■メールアドレス　nakatani@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日 12:15〜13:00、　9限

科目名：　計算機システムa 英文名：　Computer System a

担当者：　中谷　英士

授　業　計　画 授　業　概　要



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：情報コミュニケーション開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　4

■授業概要・方法等
　電気,情報の基礎的な内容を12テーマの実験を通して理解します。これらのうち8テーマは電気電子系、情報系とも共通とし、その他の4テーマはコース
ごとに異なる実験を行います。実験ごとに、測定回路の結線、データの処理方法、実験報告書の作成方法、考察の考え方等を習得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者には、この授業を履修することによって、
  １．（A-G2）（B-G2） 電気電子、情報分野の基礎的な内容を実験を通して理解する。
　２．（A-G2）（B-G2） 実験報告書の作成方法、考察の考え方等を習得する。
　３．（A-G2）（B-G2） 測定回路の結線、データの処理方法、プログラミング技法を習得する。
　４．（A-G2）（B-G2） グループで作業を分担し、チームとして問題を解決する能力を養う。
ことができるようになります。
■教科書
プリントによる別資料（実験16テーマ）
■参考文献

■関連科目
　物理，数学，工学一般
■成績評価方法および基準
種類：レポート提出後に口頭試問を実施（または小テスト）
最終成績：担当者ごとの成績を、割り当て週数で重みをつけてから平均し、100点満点で評価します。
　　レポートは、次の実験日の前日AM8:50までに提出する。理由なく提出期日に遅れると減点（最大５０点）となります。
　　（実験後１ヶ月以上遅れは、レポートと口頭試問に合格しても成績は、50点とします。）
　80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」
　30週のうち6回欠席を超えて、欠席または遅刻したとき，またはレポートの点数が極端に悪いとき，不合格となります。
■教員所在場所
九門五郎：電気情報系教員室、　政清史晃：情報処理教育センター管理室、　宇田隆幸：本館2階　企画広報部、畑山伸訓：図書館２階学習指導室・教
務部
■授業評価アンケート実施方法
2月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス
{kumon,hatayama,masakiyo,uda}@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
九門：水曜日 12:15～13:00、畑山：水曜日9限、政清：火曜日9限と木曜日9限、宇田：月曜日9限と火曜日8限

◇ガイダンス・論文の書き方 ・・・・・・・・　1週

◇共通電気電子系・・・・・・・・　4週・・・九門、畑山
　　1～4　「オシロスコープの使い方」 、「Ｒ−Ｌ−Ｃ共振回路の特性測定」、「電子部品について」、「トランジスタとダイオードの靜特性」
◇共通情報系・・・　4週・・・政清、宇田
　　5～8　「COMETⅡ，CASLⅡによるアセンブラ実習１」、「COMETⅡ，CASLⅡによるアセンブラ実習２」、「論理回路の動作検証」、「ｽﾀｯｸと逆ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ
記法による数式処理実習」
◇電気電子系（電気電子コースのみ）・・・・・・　4週・・・九門、畑山
　　9E～12E　「キルヒホッフの法則の検証」、「ブリッジ回路」、「フリップフロップ回路の製作」、「電位降下法による抵抗の測定」
◇情報系（情報コミュニケーションコースのみ）・・・・・・・・　4週・・・政清、宇田
　　9I～12I　「COMETⅡ，CASLⅡによるアセンブラ実習３」、「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ通信とｲﾝﾀｰﾈｯﾄ実習」、「数値計算ｿﾌﾄによるﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理」、「画像処理の基
礎」

※計16週を各班ローテーションしながら、行います。

◇レポート指導・再実験・口頭試問（小テスト）・・・６週
◇工場見学レポート・・・１週
◇講演会聴講レポート・・・１週
◇自主テーマ制作・・・３週
◇自主テーマ発表・・・２週

※自主テーマ制作・発表は、
　・１人１テーマ
　・２人１テーマ（担当部分を明記、分量は１人の場合より多い）
を選択します。

授　業　概　要

科目名：　工学実験3

英文名：　Engineering Experiments and Practice 3

担当者：九門五郎、畑山伸訓、政清史晃、宇田隆幸

授　業　計　画



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　前期

科目種別：　選定 単位数：　1

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 開講期：　後期

科目種別：　選定 単位数：　1

第１週　文字列の表現方法，変数の初期化
第２週　演算子［算術，関係，等価、論理］
第３週　演算子［インクリメント・デクリメント，キャスト，代入，条件，ビッ
ト］
第４週　引数のサイズ(sizeof演算子)
第５週　フローチャート
第６週　制御文(1)(if，for)
第７週　制御文(2)(while，do-while)
第８週　中間試験
第９週　答案返却・解答
第１０週　制御文(3)(switch，break，continue)
第１１週　コンソール入出力(1)(getchar，putchar，EOF)
第１２週　コンソール入出力(2)(gets，puts，NULL)
第１３週　コンソール入出力(3)(printf，scanf)
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　コンピュータの基本的な仕組み、低級言語（機械語とアセンブラ）と高級言語(C言
語)の関係を理解します。C言語の基本知識を習得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．（B-G1) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本的な仕組と機械語･ｱｾﾝﾌﾞﾗと高級言語の関係を理解す
る
２．（B-G1) C言語の基本的な文法、変数とデータ型、配列とメモリの関係を理解す
る
３．（B-G1) 文字コードを理解する。2進数，10進数，16進数の基数変換をする
ことができるようになります。
■教科書
[新訂] 新C言語入門 ビギナー編、林晴比古著、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ、\1900+税、
2009
■参考文献
1週間で分かる基本情報処理技術者集中ゼミ[CASLⅡ]、浅井宗海他著、日本経済
新聞出版社、\2280+税、2008
■関連科目
情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ，プログラミング言語Ⅱ
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式
定期考査成績：定期試験(100％)として評価します。
最終成績：定期試験の平均(80％)、課題（20％）として評価します。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所　図書館2階　学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　10月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス　kanda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日と火曜日の12時25分～12時55分

第　１週　コンピュータの仕組み(1)(CPU，レジスタ，メモリ)
第　２週　コンピュータの仕組み(2)(低級言語[機械語，アセンブラ]，
CASLⅡ紹介)
第　３週　コンピュータの仕組み(3)(高級言語[C言語]の特徴)
第　４週　Visual C++の使い方[コンパイル、リンク、エラーメッセージ]
第　５週　C言語の復習1…ヘッダ，main，改行，インデント，printf
第　６週　C言語の復習2…数値計算，コメント，変数の宣言，書式指
定
第　７週　C言語の復習3…gets，puts，scanf，予約語，変数の型
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　C言語の復習4…2進数，10進数，16進数
第１１週　C言語の復習5…エスケープシーケンス，文字コード
第１２週　変数とデータ型
第１３週　配列の処理
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　コンピュータの基本的な仕組み、低級言語（機械語とアセンブラ）と高級言語(C言
語)の関係を理解します。C言語の基本知識を習得します。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．（B-G1) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本的な仕組と機械語･ｱｾﾝﾌﾞﾗと高級言語の関係を理解す
る。
２．（B-G1) C言語の基本的な文法、変数とデータ型、配列とメモリの関係を理解す
る。
３．（B-G1) 文字コードを理解する。2進数，10進数，16進数の基数変換をする。
ことができるようになります。
■教科書
[新訂] 新C言語入門 ビギナー編、林晴比古著、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ、\1900+税、
2009
■参考文献
1週間で分かる基本情報処理技術者集中ゼミ[CASLⅡ]、浅井宗海他著、日本経済
新聞出版社、\2280+税、2008
■関連科目
情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱ，プログラミング言語Ⅱ
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式
定期考査成績：定期試験(100％)として評価します。
最終成績：定期試験の平均(80％)、課題（20％）として評価します。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所　図書館2階　学習指導室
■授業評価アンケート実施方法　10月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス　kanda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー　月曜日と火曜日の12時25分～12時55分

授　業　概　要

科目名：　プログラミング言語Ⅰb 英文名：　Programming Language I b

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　神田毅

担当者：　神田毅

科目名：　プログラミング言語Ⅰa 英文名：　Programming Language I a



工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ 開講期：　前期

科目種別：　選定 単位数：　1 　

工学科：　総合システム 学年：　3 コース：　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＡ 開講期：　後期

科目種別：　選定 単位数：　1

授　業　計　画 授　業　概　要

担当者：　宇田隆幸

担当者：　宇田隆幸

科目名：　情報数学a 英文名：　Computer Mathematics a

第　１週　論理と集合（命題と条件）
第　２週　論理と集合（命題・条件と集合，命題と証明）
第　３週　統計（度数の分布）
第　４週　統計（相関）
第　５週　統計（資料の代表値）
第　６週　統計（資料の散らばり具合）
第　７週　統計（相関係数）
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　確率と確率分布（確率の計算）
第１１週　確率と確率分布（確率の計算）
第１２週　確率と確率分布（確率分布）
第１３週　確率と確率分布（確率分布）
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

■授業概要・方法等
　情報科学、情報工学の専門分野を学ぶための土台となる数学の単元を選び、そ
れぞれの基本部分を修得します。同時に、論理的思考力と計算力を身につけま
す。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．（A-G1) 場合の数、確率に関連する基本事項を理解する。
２．（A-G1) 場合の数、確率の計算をする。
ことができるようになります。
■教科書
なし（プリントを配布します）
■参考書
なし
■関連科目
基礎数学、言語理論とオートマトン
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式
定期考査成績：定期試験 (100％)で評価します。
最終成績：定期試験の平均(80％)、課題（20％）として評価します。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
本館2階　企画広報部
■授業評価アンケート実施方法
2月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス
uda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
月曜日9限と火曜日8限

第　１週　ガイダンス・場合の数と確率
第　２週　場合の数と確率（集合）
第　３週　場合の数と確率（集合の要素の個数）
第　４週　場合の数と確率（和の法則・積の法則）
第　５週　場合の数と確率（順列）
第　６週　場合の数と確率（組合せ）
第　７週　場合の数と確率（二項定理）
第　８週　中間試験
第　９週　答案返却・解答
第１０週　場合の数と確率（事象と確率）
第１１週　場合の数と確率（確率の基本性質）
第１２週　場合の数と確率（独立な試行と確率）
第１３週　場合の数と確率（期待値）
第１４週　期末試験
第１５週　答案返却・解答

授　業　計　画
■授業概要・方法等
　情報科学、情報工学の専門分野を学ぶための土台となる数学の単元を選び、そ
れぞれの基本部分を修得します。同時に、論理的思考力と計算力を身につけま
す。
■学習・教育目標および到達目標
　受講者は、この授業を履修することによって、
１．（A-G1) 集合、命題に関連する基本事項を理解する。
２．（B-G1) グラフ理論の初歩を理解し、応用例を知る。
ことができるようになります。
■教科書
なし（プリントを配布します）
■参考書
なし
■関連科目
基礎数学、言語理論とオートマトン
■成績評価方法および基準
種類：　定期試験（2回），方式：　記述式
定期考査成績：定期試験 (100％)で評価します。
最終成績：定期試験の平均(80％)、課題（20％）として評価します。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満
「不可」
■教員所在場所
本館2階　企画広報部
■授業評価アンケート実施方法
10月にアンケート用紙を配布します。
■メールアドレス
uda@ktc.ac.jp
■オフィスアワー
月曜日9限と火曜日8限

授　業　概　要

科目名：　情報数学b 英文名：　Computer Mathematics b


